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＜連絡事項＞

· 本日より、大釜久直様が体験利用開始。通院医療機関は八戸赤十字病院。デイケア申込書、主治医意見書は家族から提出されており、現在情報提供書を八戸赤十字病院に依頼中。書類が揃い次第、当院外来にてデイケア担当医と面談し、デイケア利用開始となる予定。

· デイケアの保険について。今年度まで、デイケア・デイナイトケア・ナイトケアそれぞれ別名義として加入手続きをしていたが、来年度より同一名義とする予定。基本的には通所リハビリテーションを利用する方は全員加入とし、２月中にご本人・家族への案内、集金を済ませる予定。ご本人や家族からの問い合わせに対応できるよう、保険内容等についてスタッフ全員で資料等を熟読しておくこと。また、個人で他の保険等に加入している方や、どうしてもデイケアの保険に加入したくないという方については、デイケア利用時に事故等があった際の費用等を病院側で補償しかねることなどについて理解していただけるよう説明することとする。

· 2/13～2/17、当院に作業療法の実習生が来る予定。2/15が通所リハビリテーション室での実習となっているため、デイケア・デイナイトケア両方のプログラム内容等を確認してスムーズに対応できるよう準備しておくこと。

＜外来より情報提供＞

· 高橋　百壽様～本人より「鹿内内科を受診し、インフルエンザだと言われた」との話がある（2/3
　　　　　　　金曜日にデイケアスタッフと青明舎スタッフとで自宅訪問した際は、本人タバコを
　　　　　　　吸いながら『インフルエンザじゃない』と話していた）。当面、デイケアを欠席す
　　　　　　　るとのこと。

· 我満奈津紀様～風邪症状あるため鹿内内科を受診し、薬を出してもらったとのこと。次回受診時、
　　　　　　　採血施行する予定。

· 晴山美智子様～社会適応訓練利用のための主治医意見書を本人より依頼する。頭痛の訴えがあるが、
　　　　　　　特に処方はない。

· 森田　清助様～血圧高値、頭痛について「どんなときに頭痛や体調不良が起きやすいかをスタッフ
　　　　　　　と話してみるように」と主治医より助言があったとのこと。

· 井畑　光湖様～先週土曜日に受診した際、採血予定であったが、本人「朝ご飯を食べてきた」と言
　　　　　　　うため実施できず。採血時の注意事項について再度説明し、次回外来時に実施予定。

＜利用者様情報＞

· 中川原義雄様～現在、通院先である八戸市民病院に主治医意見書と情報提供書の作成を依頼中。ま
　　　　　　　た、今後正式利用を開始した後の情報提供等について確認したところ、精神科外来
　　　　　　　宛に書面にて知らせてほしいとのことで、情報提供の内容・方法について詳細を検
　　　　　　　討していく。

· 北嶋　剛　様～本日、本人より電話があり「あさって、半月板損傷の手術をします。その結果によ
　　　　　　　っては、３週間くらい入院するかもしれません。けど、外出はできるそうなので、
　　　　　　　デイケアには行きたい」等と話す。また、昨年11月頃からデイケアに来所してい
　　　　　　　ないが「膝が悪くなったのは、デイケアでルームランナーをやりすぎたからかもし
　　　　　　　れない」と話されている。スタッフからご家族に電話連絡し、本人の生活状況や
　　　　　　　精神状態について確認することとする。

· 庭野　弘樹様～本日、主治医からの勧めあり、本人とデイケアスタッフとでうみねこ幸房を見学。
　　　　　　　本人はあまり興味がない様子で、幸房について「デイケアと変わらない感じですね」
　　　　　　　と話すため、社会復帰の過程におけるデイケアと作業所の役割の違いについて説明
　　　　　　　する。就労することについて本人「働くとすれば１日８時間働きたいです。東京に
　　　　　　　いた頃（十数年前）は12時間働いてましたから」と話す。現在、就労前準備段階
　　　　　　　プログラムにも参加しているが、通院・服薬の重要性についての理解が乏しく、自
　　　　　　　己の病気についても「自分は病気だと思ってません」といった発言があるため、デ
　　　　　　　イケアでは病気･服薬について理解・受容できるよう助言・支援していく。

· 井畑　光湖様～本日、右手の薬指に指輪をして来ており、本人からスタッフに「関さんが買ってく
　　　　　　　れたんです」と表情良く話してくる。値段を問うと「1万円」と話す。また、一緒
　　　　　　　に市街地等に行く際は、食事等も関様がまとめて支払っているとのこと。

· 関　秀治　様～井畑様との交際について困っていること等は、本人からの希望もあり現在週1回　　　　　　　
　　　　　　　のペースで男性スタッフと面談を行っている。井畑様に1万円の指輪を買ってあげ
　　　　　　　たという情報が井畑様本人からあり、今週面談時に金銭面について確認・助言する
　　　　　　　予定。また、デイケア利用時間内に過度な接触があることについて注意し、デイケ
　　　　　　　アの利用目的やリハビリテーションの必要性・役割を再確認することとする。また、
　　　　　　　青山荘とも情報交換し、金銭面等トラブルのないよう注意して見て行く。

· 晴山美智子様～スタッフに「庭野さんに好意を持っている」旨を話しており、デイケア内でも庭野
　　　　　　　様への話し掛けが多い。異性関係について母が心配しているとのことで、デイケア
　　　　　　　利用時はトラブルのないよう注意して見て行く。

＜デイナイトケア利用者様検討＞

○中村　与一郎様（29）　統合失調症
【現在の利用状況等】

　定期的に通所しており、プログラムにも拒否なく参加している。しかし、時に「デイケアのプログラムに参加したい」と話すことがある。デイケアに通所している同年代の男性メンバーと自分を比較し、「就労のこととか恋愛のこととか、自分が置いていかれている気がする」と話す。現在、目標としている《朝、定時に起きること》については、青風荘スタッフより「最近は徐々に改善されている」との情報があるが、《体力作り》については不調などを訴えて休むことが多い。

【今後の対応】

　これまで定期的に生活状況等の振り返り、目標設定をしており、目標については「本人ができそうなもの」として設定してきたが、本人の目標意識がなかなか続かないことが多い。本人、自分の将来に関する展望・希望等について具体的にイメージできず、目標を設定しても動機付けが弱いために意欲が続かないのではないかと考えられる。しかし、将来への希望について話すと回避しようとする傾向がある。大きな目標を設定しても、達成できなかった場合に本人が自信喪失する恐れもあるため、今後は青風荘と情報交換・相談し、本人が無理なく取り組んでいけるような目標のステップを設定、助言・フォローアップなど、デイナイトケア・青風荘双方で一貫した対処ができるよう段取りを進める。

